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■  技術概要

：監視装置

監視装置
大勢の人が行き来するところでの人の動きの異常状態を監視す大勢の人が行き来するところでの人の動きの異常状態を監視す大勢の人が行き来するところでの人の動きの異常状態を監視す大勢の人が行き来するところでの人の動きの異常状態を監視す
るもので、ショッピングモールとかイベント会場、駅ターミナルなるもので、ショッピングモールとかイベント会場、駅ターミナルなるもので、ショッピングモールとかイベント会場、駅ターミナルなるもので、ショッピングモールとかイベント会場、駅ターミナルな
ど。ど。ど。ど。

大勢の人がいる場所での人の動きに異常な状態が発生していないかを監視する。

本発明によれば、予め通常状態での人の動きを記録しておき、その通常状態とは
異なる動きが発生した場合に、異常状態が発生したとして報知するので、例えば、
人が倒れたとか、喧嘩をしているとか、のアクシデントの発生を監視することができ
る。

ショッピングモールとかイベント会場、駅ターミナルなど、人の往来の激しい場所で
過去の通常時における人の動きを多数のレーザレンジファインダなどの動き検出
装置で検出して大局的な人の動き（流れ）地図を作成しておき、同じ動き検出装置
で検出したリアルタイムの人の動き（流れ）地図（図８Ａ）と予め作成しておいた通常
時の人の動き（流れ）地図（図８Ｂ）とを比較して大きく相違があれば異常事態（Ｂ
Ｒ）発生とみなして通知する。


